
母
校
土
佐
中
・
土
佐
高
は
一
九
二
〇
年
の
創
立
か
ら
間
も
な
く
百
年
を
迎

え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
総
会
で
小
村
学
校
長
は
、
『
創
立
記
念
碑
に
「
維

新
の
際
薩
長
土
と
並
び
称
せ
ら
れ
て
土
佐
よ
り
人
材
多
く
輩
出
し
た
り
し
」

と
あ
る
よ
う
に
、
本
校
の
原
点
は
、
日
本
の
近
代
化
を
も
た
ら
し
た
郷
土
の

先
人
の
よ
う
に
、
時
代
の
要
請
に
応
え
る
人
材
の
育
成
に
あ
り
ま
す
。
』
と

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

基
調
講
演
に
は
、
三
菱
商
事
マ
ニ
ラ
支
店
副
支
店
長
の

野
中
聖
仁
さ
ん

を
お
招
き
し
ま
し
た
。
マ
ニ
ラ
で
商
社
マ
ン
が
見
た
、
日
本
人
が
忘
れ
か
け

た
人
間
の
原
点
・
幸
せ
に
生
き
る
ヒ
ン
ト
を
お
話
し
頂
き
ま
し
た
。
ユ
ー
モ

ア
を
交
え
て
笑
い
溢
れ
る
素
晴
ら
し
い
ス
ピ
ー
チ
で
し
た
。

懇
親
会
は
、
ご
来
賓
を
含
め
二
百
余
名
（
今
春
卒
業
九
三
回
生
二
十
余
名
）

が
出
席
。
よ
さ
こ
い
チ
ー
ム
『
陽
』
の
踊
り
の
後
、
森
郁
夫
支
部
長
の
ご
挨

拶
に
続
き
、
池
上
武
雄
理
事
長
の
乾
杯
で
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
企
画
は
『
原
点
回
帰

−

生
徒
に
も
ど
ろ
う
。
今
だ
か
ら
言
え
る
、
あ

の
と
き
、
あ
の
話
ー
』
で
、
生
徒
の
個
性
と
自
主
性
を
重
ん
じ
る
校
風
が
は

ぐ
く
み
育
て
て
く
れ
た
母
校
・
先
生
方
へ
の
感
謝
や
、
懺
悔
の
告
白
タ
イ
ム
。

ま
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
し
た
た
め
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
多
く
の
声
を
母
校
に

届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
告
白
タ
イ
ム
参
加
者
に
は
エ
コ
ハ
ス
馬
路
村

か
ら
の
カ
バ
ン
や
、
西
岡
酒
造
、
土
佐
鶴
酒
造
の
銘
酒
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
歴
代
の
や
ぐ
ら
の
ス
ラ
イ
ド
上
映
や
記
念
撮
影
用
の
制
服
姿
（
男
子
・

女
子)

の
パ
ネ
ル
も
設
置
さ
れ
、
記
念
撮
影
を
楽
し
み
ま
し
た
。
最
後
に
準

備
会
が
来
年
度
の
九
の
回
へ
と
引
き
継
が
れ
、
校
歌
斉
唱
・
エ
ー
ル
交
換
を

行
い
、
閉
会
を
迎
え
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
卒
業
生
が
原
点
に
帰
り
、
土
佐
校
時
代
に
思
い
を
馳
せ
、
楽

し
く
歓
談
で
き
る
同
窓
会
を
目
指
し
ま
し
た
。
準
備
会
を
通
じ
て
、
素
晴
ら

し
い
土
佐
校
卒
業
生
に
知
己
を
得
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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原
点
回
帰

−

母
校
に
感
謝
を
こ
め
て−

二
〇
一
八
年
関
東
支
部
総
会
準
備
会
代
表

久
保

雅

四
八
回



◆
土
佐
中
・
高
等
学
校
同
窓
会
関
東
支
部
新
役
員

支
部
長

森

郁
夫
（

41
回
）
留
任

幹
事
長

市
川

直
介
（

53
回
）
留
任

事
務
局
長

二
宮

潔
（

49
回
）
留
任

事
務
局
次
長

浦
田

理
有
（

76
回
）
新
任

副
幹
事
長

前
田

憲
一
（

37
回
）
留
任

黄
川
久
美
子
（

47
回
）
留
任

澤
田

和
英
（

53
回
）
留
任

濱
田

知
佐
（

56
回
）
留
任

小
松

建
造
（

56
回
）
新
任

島
本

陽
子
（

75
回
）
留
任

結
城

優
（

83
回
）
新
任

会
計
監
査

岡
部

友
彦
（

58
回
）
新
任

森
木

隆
裕
（

59
回
）
留
任

会
計

山
下

通
子
（

53
回
）
新
任

西

ク
ル
ミ
（

81
回
）
新
任

◆
常
任
幹
事

Ｉ
Ｔ
委
員
長

深
田

晋
平
（

73
回
）
新
任

筆
山
編
集
長

中
平
公
美
子
（

59
回
）
留
任

Ｈ
Ｐ
編
集
長

筒
井

康
賢
（

41
回
）
留
任

総
会
世
話
役

西
森

さ
と
（

57
回
）
留
任

若
手
の
会
世
話
役

加
藤

丈
典
（

76
回
）
移
行

澤
田

千
紘
（

78
回
）
移
行

顧
問

宮
地

貫
一
（

21
回
）
留
任

浅
井

伴
泰
（

30
回
）
留
任

溝
渕

真
清
（

32
回
）
留
任

佐
々
木
泰
子
（

33
回
）
留
任

岩
村

康
生
（

41
回
）
留
任

鶴
和

千
秋
（

41
回
）
留
任

退
任

曽
和

純
一
（

16
回
）
顧
問

幸
徳

正
夫
（

37
回
）
会
計
監
査

川
上

司
（

52
回
）
顧
問

宮
崎

晶
子
（

67
回
）
副
幹
事
長

中
平

彩
夏
（

37
回
）
副
幹
事
長

西
ク
ル
ミ

81
回

は
じ
め
ま
し
て
。
高

校
卒
業
後
よ
り
、
多
く

の
関
東
支
部
の
諸
先
輩

方
に
様
々
な
場
面
で
お
力
添
え
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
恩
返
し
す
る
つ
も
り

で
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
皆

さ
ま
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
！

浦
田
理
有

76
回

十
年
ほ
ど
前
よ
り
、

土
佐
高
修
学
旅
行
の
コ
ー
ス
別
研
修
の
引

率
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
こ
の
度
選
任
頂
き
ま
し
た
役
員

と
い
う
立
場
を
通
じ
て
、
土
佐
高
同
窓
生

を
結
ぶ
架
け
橋
と
な
れ
る
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

結
城

優

83
回

こ
の
た
び
、
副
幹
事

長

に

就

任

い

た

し

ま

し

た

、

83

回

生

の

結

城
優
と
申
し
ま
す
。
な
に
ぶ
ん
若
輩
で
は

あ
り
ま
す
が
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
斬
新
な
意

見
を
出
し
、
同
窓
会
関
東
支
部
や
土
佐
校

を
盛
り
上
げ
て
い
け
る
よ
う
な
活
動
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
何
卒

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

岡
部
友
彦

58
回

「
転
勤
族
」
の
悲

し
さ
、
今
ま
で
同
窓

会
の
活
動
に
あ
ま
り

参
加
で
き
ず
に
お
り
ま
し
た
。
硬
式
テ
ニ

ス
部
で
私
が
中
１
の
時

の
高
３
、
即
ち

「
神
様
」
だ
っ
た
澤
田
先
輩
か
ら
お
声
が

け
頂
き
、
こ
の
度
監
査
を
担
当
さ
せ
て
頂

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ま
ど
う
ぞ

ご
贔
屓
に
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
関
東
支
部
総
会
が
、
六
月
二
日

（
土
）
霞
が
関
ビ
ル
35
階
の
東
海

大
学
校
友
会
館
に
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
末
尾
８
の
回
生
の
有
志
の
方
々

の
企
画
・
運
営
で
、
新
卒
の
93
回

生
を
無
料
で
ご
招
待
し
て
、
盛
大

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
総
会
で
は
、
森

郁
夫
支
部
長
の

あ
い
さ
つ
の
後
、
支
部
報
告
や
会

計
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

議
題
で
あ
っ
た
役
員
選
任
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
（
左
記
参
照
）
）

■
母
校
か
ら
は
、
池
上
武
雄
理
事

長
、
小
村
彰
校
長
の
ほ
か
に
、
高

田
健
人
先
生
、
廣
井
護
先
生
、
高

橋
篤
美
先
生
、
久
米
將
裕
先
生
を

お
招
き
し
ま
し
た
。

■
野
中
聖
仁
氏
（
三
菱
商
事
株
式

会
社
マ
ニ
ラ
支
店
副
支
店
長
ー
58

回
）
に
よ
る
基
調
講
演
に
は
。
驚

き
や
笑
い
あ
り
で
会
場
が
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
（
内
容
等
は
次
ペ
ー

ジ
に
て
）

■
懇
親
会
で
は
、
顔
を
出
す
と
制

服
姿
の
写
真
が
撮
れ
る
パ
ネ
ル
が

登
場
。
若
い
同
窓
生
と
の
ツ
ー
シ
ョ
ッ

ト
を
撮
る
方
も
。

原
点
回
帰
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

懺
悔
な
ど
学
生
時
代
は
言
え
な
か
っ

た
気
持
ち
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
は
肩
を
組
ん
で
校
歌
斉
唱
、

集
合
写
真
を
撮
影
し
て
気
持
ち
を

一
つ
に
。
ま
た
来
年
も
会
い
ま
し
ょ

う
と
誓
い
ま
し
た
。

■
来
年
は
六
月
一
日
開
催
で
す
。

総
会

小
松
健
造

56
回

同
窓
生
の
皆
様
、
こ

ん
に
ち
は
。
こ
の
度
、

関
東
支
部
の
新
任
役
員

に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
幹
事
を
務
め
た

経
験
を
活
か
し
て
、
土
佐
校
同
窓
会
を
盛
り

上
げ
て
い
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。
先
輩
役
員
、

同
窓
生
の
皆
様
方
の
ご
協
力
と
ご
指
導
を
賜

り
ま
す
よ
う
、
な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。



幼
少
時
は
人
を
笑
わ
せ
る
こ
と
、
感
動

を
与
え
る
こ
と
が
好
き
で
、
争
い
ご
と
は

嫌
い
で
し
た
。
両
親
が
敷
こ
う
と
し
た
教

育
的
な
レ
ー
ル
に
反
発
し
、
少
年
期
に
は

両
親
か
ら
見
放
さ
れ
た
こ
と
が
、
実
は
私

に
と
っ
て
は
と
て
も
良
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

小
学
校
の
と
き
は
、
人
を
笑
わ
す
こ
と
で

人
気
者
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
の
で
す
。
こ

れ
が
小
学
校
時
代
に
見
つ
け
た
幸
せ
で
も

あ
り
ま
し
た
。

中
学
校
時
代
は
、
い
わ
ゆ
る
不
良
中
学

生
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
、
人
を
笑
わ
せ

る
こ
と
へ
の
拘
り
は
捨
て
ら
れ
ず
、
中
学

校
２
年
時
の
テ
ス
ト
の
答
案
が
面
白
い
と
、

自
分
の
名
前
が
各
教
室
で
発
表
さ
れ
、
笑
っ

て
も
ら
っ
た
。
こ
の
幸
福
感
は
今
で
も
忘

れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
結
果
、
お
笑
い
ネ

タ
を
考
え
る
だ
け
の
た
め
に
勉
強
を
必
死

で
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

土

佐
高

校

に

入

学
し

、
柔

道

部

に

入
部

。
無

名

の

選

手
が

高
知

県

代

表

で
イ

ン
タ

ー

ハ

イ

に
出

た
の

で

す

。

自
分
が
ま
さ
か
一
流
高
校
で
、
柔
道
で
ト
ッ

プ
に
な
る
と
い
う
幸
福
感
、
も
う
夢
じ
ゃ

な
い
か
？
と
頬
を
つ
ね
る
程
、
興
奮
し
て

い
ま
し
た
。

そ
し
て
大
学
に
進
学
し
東
京
に
引
っ
越

し
ま
す
。
次
に
目
指
し
た
幸
福
は
お
金
で

す
。
家
庭
教
師
な
ど
で
得
た
収
入
で
、
普

通
の
学
生
と
は
少
し
違
う
お
金
持
ち
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
お
金
で
自
由
を
手
に
入

れ
た
幸
福
感
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。
そ
し

て
大
学
卒
業
す
る
こ
ろ
に
は
、
お
金
で
買

え
な
い
ス
テ
ー
タ
ス
が
欲
し
い
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

就
職
で
は
、
三
菱
商
事
の
就
活
面
接
で

動
機
を
聞
か
れ
た
際
に
、
「
母
親
か
ら
、

岩
崎
弥
太
郎
に
先
祖
が
貸
し
た

1
円

50
銭

が
帰
っ
て
き
て
い
な
い
の
で
、
三
菱
商
事

に
入
っ
て
返
し
て
も
ら
え
と
言
わ
れ
ま
し

た
。
」
と
答
え
ま
し
た
。
絶
対
不
合
格
と

思
い
き
や
、
内
定
を
即
座
に
頂
き
ま
し
た
。

三
菱
商
事
と
い
う
会
社
の
ブ
ラ
ン
ド
は
す

ご
く
、
私
の
幸
福
も
行
き
着
く
と
こ
ろ
ま

で
行
き
着
い
た
感
が
あ
り
ま
し
た
。

40
歳

の
と
き
に
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
上
の
問
題
か

ら
、
懲
戒
免
職
の
窮
地
に
立
た
さ
れ
、
築

き
上
げ
て
き
た
ヒ
ー
ロ
ー
と
い
う
幸
福
感

は
崩
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
し
た
。
た
だ

不
思
議
な
こ
と
に
謹
慎
の
み
で
お
咎
め
な

し
と
な
り
ま
し
た
。
結
果
的
に
は
、
た
だ

会
社
に
は
恩
返
し
を
し
よ
う
と
い
う
こ
れ

ま
で
と
違
う
幸
福
感
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
事
件
の
後
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
駐
在
を
迎
え
ま
し
た
。

そ
ろ
そ
ろ
本
題
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
話
に

触
れ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
ア
リ
と
キ
リ
ギ
リ
ス
の
話
）

「
ア
リ
は
夏
の
間
、
冬
に
向
け
て
、
自
分

よ
り
大
き
な
パ
ン
を
運
ん
で
必
死
で
食
べ

も
の
を
た
め
て
い
ま
し
た
。
キ
リ
ギ
リ
ス

は
、
バ
イ
オ
リ
ン
で
歌
を
歌
っ
て
ば
か
り

し
て
い
ま
し
た
。(

中
略)

そ
し
て
冬
を
越

し
た
ア
リ
は
、
夏
の
働
き
す
ぎ
で
ス
ト
レ

ス
が
溜
ま
り
、
パ
ン
の
食
べ
過
ぎ
に
よ
る

成
人
病
で
死
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
キ
リ

ギ
リ
ス
は
大
好
き
な
歌
を
歌
い
、
踊
り
を

踊
っ
て
、
大
金
持
ち
に
な
っ
て
幸
せ
に
暮

ら
し
ま
し
た
。
と
さ
」
終
わ
り
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
は
、
な
ぜ
幸
せ
な
の
で

し
ょ
う
か
？
そ
の
答
え
は
、
日
本
人
と
比

較
し
て
、
金
持
ち
や
健
康
、
エ
リ
ー
ト
に

な
る
価
値
観
が
非
常
に
低
い
か
ら
で
す
。

第
一
優
先
す
る
こ
と
は
、
ス
ト
レ
ス
を
貯

め

な

い

こ

と

。

日

本

人

は

、

お

金

が

稼

げ

な

く

な

る

の

が

怖

く

て
チ
ャ
レ
ン
ジ
出
来
な
い
人
が
多
い
で
す

が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
は
、
幸
せ
じ
ゃ
な
く

な
る
の
が
怖
く
て
、
お
金
持
ち
に
な
る
努

力
を
し
な
い
の
で
す
。
私
は
、
学
校
や
社

会
人
を
通
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
幸
福
を
追
求

し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
環
境
の
変
化

や
挫
折
の
度
に
、
そ
の
幸
せ
の
た
な
卸
し

を
し
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
さ
な
か
で
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
幸
せ
を
学
び
、
本
物
の
幸

せ
は
、
収
支
を
捨
て
て
追
い
か
け
る
も
の

だ
と
気
付
き
ま
し
た
。

さ
て
、
最
後
に
一
つ
だ
け
大
切
な
こ
と

を
共
有
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
フ
ィ
リ
ピ
ン

人
は
、
た
く
さ
ん
の
子
供
を
生
み
ま
す
。

理
由
は
、
い
ず
れ
困
っ
た
と
き
に
、
家
族

が
助
け
て
く
れ
る
か
ら
で
す
。
ス
ト
レ
ス

を
貯
め
な
い
理
由
は
、
家
族
に
い
つ
も
優

し
く
、
明
る
く
接
す
る
た
め
だ
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
こ
そ
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
人

が
幸
せ
を
追
求
で
き
る
原
点
な
の
で
す
。

今
回
の
主
題
と
な
る
、
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
的
幸
せ
」
を
理
解
す
る
上
で
、

野
中
さ
ん
の
幼
小
の
頃
か
ら
の
経
験
が
非
常
に
役
に
立
っ
た
そ
う
で
す
。

講
演
は
幼
少
期
の
お
話
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

記
念
講
演

野
中
聖
仁
氏
（
五
八
回
）

講
演
の
最
初
か
ら
最
後
ま
で
私
た
ち
を
笑
い
の
渦
で
包
ん
で
く
だ
さ
っ
た
野
中
さ
ん
が
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
と
い
う
国
か
ら
学
ん
だ
幸
せ
の
原
点
は
、
「
自
ら
幸
せ
を
定
義
し
、
理
解
し
、

受
け
入
れ
る
こ
と
」
で
あ
り
、
今
回
の
講
演
を
聞
い
て
い
た
「
キ
リ
ギ
リ
ス
」
と
「
ア
リ
さ

ん
」
両
者
の
人
生
を
変
え
る
き
っ
か
け
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

川
西

彩

七
八
回



懇親会



8の回から9の回へバトンタッチ



近頃、子どもの教育に関する記事や広告

に 目が向くように なった 。右脳開発教室、

公文式、英会話にスイミング、リトミックなど、

幼児を対象とした 教育市場は競争が激し

い 。わが子に は自分より優れ

た人物になってもらいたいとい

う親のエゴが、幼児教育プラン

選択に対する適切な判断を鈍

らせる。子どものための習いご

ととは一体何だろうか。将来に

役に立つ（と親が判断する）能

力を身につけることが目的か、

あ るい は子どもが楽しい と思うことが目的

か。私自身の話で恐縮であるが、バレエに

夢中に なった ことがあ る。大学生に なって

から始めた た め、勿論い まの仕事に 直接

は結びついていない。しかしそ のときの熱

中した 経験は、私に 自己肯定感と自信を

与えた 。だ から親の建前としては、習い事

はわが子が熱中できるようなものであれば

その対象は何でもいいと思う。

ところでドローンや車の自動運転の開発

に関する記事等が日々新聞を賑わせてい

るように、近い将来AI技術が人間の仕事を

奪うと取りざたされている。職業を単純化し

て頭脳労働、肉体労働、事務労働に わけ

た 場合、真っ先に コンピュータに 置き換え

られる仕事は事務労働であ る。私が従事

する税務申告代行業は10年後にはなくなる

仕事とされている。自分自身が身の危険に

さらされていることもあ り、親の本音として

は、習い事は将来に向けて役に 立つ能力

を身につけてほしいと思う。

東大合格を目指す｢東ロボくん ｣の研究者

であ る新井紀子氏は、著書『A I vs 教科書

が読めない子どもた ち』で２つのことを明ら

かにしている。まず１つめは現状のA I技術

がMAR CH (明治大学、青山学院大学、立

教大学、中央大学、法政大学)の合格圏内

の実力を身に つ け た とい うこと、２つ めは

全国の高校生の半数以上が教科書の記

述の意味を理解していないという衝撃の実

態である。教科書を読めないとはどういうこ

とか。これは文章を読むことは苦ではない

が、その内容はほとんど理解できていない

状態のことであ る。国立大学で教員をして

いる友人が、受け持つ学生の実態を嘆い

ていた 。彼らは知識こそ 身につけているも

のの、それらを抽象的な概念で把握する訓

練が決定的に 不足してい るという。例えば

目に みえるお 札や銀行は分かるけ れど、

貨幣や時間、リスクなどの概念を結び付け

て出来上がる金融システムは理解できない

そうだ。皮肉なことに彼らは教員志望という。

１５年後には人間がA Iより優位に立てる業

務は限られてくるだろう。それにもかかわら

ず、その優位に立てるはずの読解力を多く

の日本人が十分に身につけていないのだ。

加えて残念なことに今もって日本の学校教

育で養ってい る力は、A Iに よって代替され

やすいものである。

都会で子育て
佐藤 彩記子 81回



新井氏は、A Iで代替不能な能力を身に つ

ける人材に なるた めに は、中学校のすべて

の科目の教科書を読むことができ、その内容

をはっきりと説明できるようなリアリティのある

子どもに育てることが重要だ という。これはテ

ストで正答を導くことと異なり、決して簡単なこ

とではない 。物理と歴史に 疎い 私とっては、

重い課題がのしかかった。

子 どもと一 緒 に 学 び なお

す 良い 機会が与えられた

と腹をくくろう。

10月に行われるはちきん会では、世界を舞

台に 活躍されてい る先輩方が講演すると聞

い てい る。彼女た ちが何を学び 、どのような

経験してきた かを聴講するのは非常に 楽し

みである。また現役の母親として、子どもの教

育にどのように向き合われているかをぜひ伺

いたい。

No.2 原宿スーパーよさこい

８月26日
（土佐校生14人参加）

今年も８月26日（日）午前11時40分の表

参道行進を皮切りに、14人の土佐校生がガー

ナ高校生や都内中高校生と一緒に踊りまく

ります。ご声援をよろしくお願いいたしま

す。（代々木公園イベント広場で全国ギョ

ウザ・フェスもありますのでお見逃しなく）。

後輩たちは、東京での五日間、踊り猛練

習、麻布学園訪問、明治神宮ツアー、ガー

ナ大使館訪問、東電磯子火力発電所見学と

エネルギー問題の班別学習会などの時間を

仲間と共に過ごすことで目

を見張るほど逞しくなるで

しょう。

ガーナ高校生20人は、このあと長野県飯

田市（六泊）、トヨタ、京都・奈良を巡っ

て帰国の予定です。

ガーナ高校生交流は今年で15回目。裏方

を買ってくださる老若同窓生はじめ皆様方

の物心両面のご支援に対して厚く御礼申し

上げます。

ガーナよさこい支援会
代表 浅井和子（35回）

事務所電話03-3234-3838



今号から始まった社長インタビュー企画。次号以降、訪問させていただける社長様と訪問インタビューをしてみたい

という大学生を募集しています。企画へのご協力よろしくお願いいたします。

イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
社
名
【
シ
ン
ド
バ
ッ
ド
・
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
】
の
由
来
は
何
で
す
か

ア
ラ
ビ
ア
ン
ナ
イ
ト
の
シ
ン
ド
バ
ッ
ト
が
そ
う

で
あ
っ
た
よ
う
に
、
世
界
を
相
手
に
新
し
い
地
域

の
開
発
を
し
て
い
く
こ
と
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
日

本
の
人
口
は
減
っ
て
い
ま
す
が
、
ア
ジ
ア
の
人
口

は
増
え
て
い
る
。
ア
ジ
ア
の
未
開
の
場
所
を
開
拓

し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

大
手
銀
行
を
退
社
さ
れ
て
起
業
さ
れ
た
き
っ
か
け

を
教
え
て
く
だ
さ
い

26
歳
時
点
で
、
営
業
成
績
が
良
か
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
も
う
少
し
上
を
目
指
し
た
い
と
考
え
る
よ

う
に
な
り
、
27
歳
の
時
、
30
歳
で
起
業
し
よ
う
と

決
意
、

3
年
間
は
何
を
す
る
か
を
考
え
る
期
間

(

起
業
95
年
12
月)

と
し
ま
し
た
。

教
育
界
で
の
起
業
と
し
た
の
は
？

流
行
っ
て
い
る
こ
と
で
起
業
し
て
も
ブ
ー
ム
は

続
か
な
い
の
で
す
。
何
年
後
も
続
く
も
の
、
人
に

必
要
な
も
の
は
何
か
を
考
え
る
と
教
育
で
し
た
。

教
育
＝
国
力
で
す
。

地
方
と
都
市
に
教
育
格
差
は
感
じ
ま
す
か

高
校
で
は
野
球
部
で
し
た
。
寮
は
原
則
外
出
禁

止
、
寮
と
学
校
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
だ
け
の
生
活
。
ま

だ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
な
い
時
代
、
受
験
に
つ
い

て
は
全
く
知
ら
な
か
っ
た
。
地
方
は
情
報
と
教
え

る
人
が
少
な
い
。
予
備
校
が
撤
退
す
る
の
も
地
方

か
ら
撤
退
す
る
た
め
、
ど
ん
ど
ん
教
育
格
差
が
進

み
ま
す
。
格
差
に
よ
っ
て
地
方
の
子
供
は
将
来
の

選
択
肢
が
狭
く
な
る
。
将
来
の
選
択
肢
の
幅
が
生

ま
れ
た
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
。
そ
も
そ
も
教
育

と
い
っ
て
も
、
そ
の
方
法
が
間
違
っ
て
い
た
ら
伸

び
ま
せ
ん
。
し
か
し
上
手
に
教
え
ら
れ
る
先
生
の

数
は
限
ら
れ
て
お
り
、
情
報
も
都
会
に
集
中
し
ま

す
。
都
会
と
田
舎
で
は
明
ら
か
に
格
差
が
生
じ
て

い
ま
す
。
こ
の
格
差
は
な
く
し
た
い
で
す
ね
。

子
供
の
能
力
を
伸
ば
す
の
に
大
切
な
こ
と
は
何
だ

と
思
い
ま
す
か

学
校
は
勉
強
す
る
上
で
、
最
も
適
し
た
シ
ス
テ

ム
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
学
校
の
勉
強
が
で
き
な
い

子
ど
も
は
、
自
信
を
も
て
な
い
子
が
多
い
の
で
す
。

他
の
能
力
が
優
れ
て
い
て
も
、
教
師
は
成
績
の
指

標
で
評
価
す
る
か
ら
で
す
。
勉
強
が
で
き
な
い
か

ら
と
い
っ
て
自
信
を
無
く
し
て
は
も
っ
た
い
な
い

で
し
ょ
。
た
か
が
学
校
の
勉
強
で
子
ど
も
の
可
能

性
を
狭
め
る
し
ま
う
必
要
は
な
い
。
な
の
で
、
そ

の
勉
強
ご
と
き
、
で
き
る
よ
う
に
し
て
あ
げ
よ
う

と
い
う
の
が
狙
い
。
子
供
た
ち
が
自
信
を
つ
け
、

い
ず
れ
自
信
を
持
っ
た
大
人
が
た
く
さ
ん
い
る
こ

と
で
結
果
国
力
が
あ
が
っ
て
い
く
。
学
校
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
で
は
成
績
を
伸
ば
し
に
く
い
子
で
も
、

そ
れ
ぞ
れ
に
合
う
方
法
で
成
績
が
あ
が
る
方
法
は

あ
る
の
で
す
。
当
社
の
教
育
サ
ー
ビ
ス
が
、
そ
の

一
助
に
な
れ
る
と
思
う
の
で
す
。

教
育
で
国
力
を
高
め
る
の
で
す
ね
。

国
ご
と
に
異
な
る
教
育
制
度
に
対
応
し
、
人
々

の
教
育
水
準
を
底
上
げ
す
る
こ
と
で
、
国
力
を
高

め
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
す
。

具
体
的
な
例
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
英
語
は
、
日

本
の
教
育
の
長
年
の
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
水
準
は
、
ア
ジ
ア
31
カ
国
中
26
位
、
世
界
の

先
進
国
の
中
で
105
位
。
25
位
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

で
同
位
26
位
は
モ
ン
ゴ
ル
。
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
に
至
っ

て
は
ア
ジ
ア
最
下
位
で
す
。

１
９
９
７
年
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
の
際
、
韓
国
は

国
と
し
て
破
綻
し
ま
し
た
。
再
建
の
た
め
に
、
国

が
と
っ
た
政
策
は
外
貨
を
稼
ぐ
こ
と
。
サ
ム
ソ
ン

を
は
じ
め
、
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
を
育
て
先
進
国
に

返
り
咲
き
ま
し
た
。
こ
の
と
き
、
キ
ー
ワ
ー
ド
に

な
っ
た
が
語
学
力
で
す
。

（
次
ペ
ー
ジ
へ
）

山
田
さ
ん
と
お
会
い
し
て
お
話
を
聞
い

て
い
る
と
、
彼
の
考
え
て
い
る
こ
と
は
私

が
想
像
し
て
い
た
以
上
に
大
き
な
世
界
で

し
た
。

「
や
り
た
い
こ
と
が
多
い
、
時
間
が
足
り

な
い
」
と
、
と
て
も
ワ
ク
ワ
ク
し
た
よ
う

な
顔
で
お
話
し
さ
れ
て
い
る
の
が
印
象
的

で
し
た
。
「
生
徒
の
力
を
信
じ
る
」
と
い

う
コ
ン
セ
プ
ト
で
教
育
に
携
わ
れ
て
い
る

の
は
、
山
田
さ
ん
が
自
分
の
考
え
や
選
択
、

自
分
自
身
を
信
じ
て
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
る
か
ら
な
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
す
。

教
育
、
日
本
、
会
社
の
「
未
来
」
を
考
え
、

や
り
た
い
こ
と
を
全
部
や
ろ
う
！
と
い
う

熱
さ
に
励
ま
さ
れ
ま
す
。

早
稲
田
大
学
２
年

廣
瀬

心
（
92
回
）

学
校
や
塾
、
教
師
と
の
相
性
が
良
く
な

い
と
悩
む
人
は
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。
そ

の
問
題
を
一
人
き
り
で
抱
え
込
む
の
で
な

く
、
「
自
分
に
合
う
勉
強
ス
タ
イ
ル
が
あ

る
」
と
プ
ロ
が
提
案
し
て
く
れ
る
。

「
今
ま
で
に
な
い
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
、

ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
提
供
す
る
仕
組
み
」
を

つ
く
る
人
が
起
業
家
と
い
え
る
な
ら
、
山

田
社
長
は
ま
さ
に
そ
う
い
う
人
。
起
業
か

ら
20
余
年
、
会
社
が
現
在
の
形
に
な
る
ま

で
、
紆
余
曲
折
が
あ
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ

ン
。
だ
が
社
長
の
視
点
は
常
に
現
在
と
未

来
に
向
け
ら
れ
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
過

去
を
遡
る
場
で
は
な
か
っ
た
。

未
来
に
貢
献
す
る
た
め
の
課
題
に
、
力
が

み
な
ぎ
っ
て
い
た
。

編
集
員

佐
藤
彩
記
子
（
81
回
）

移転されたばかりのオフィス

新宿オークタワー

イ ン タ ビ ュ ー を 終 え て

教育は国力です

合格に導くシステム

有効なオンライン家庭教師



現役大学生と行く
社長インタビュー

つながる

日
本
国
民
が
英
語
力
を
身
に
つ
け
た
ら
、
ど
ん
な

世
界
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

勝
手
な
意
見
で
す
が
、
日
本
人
が
英
語
を
話
せ

る
よ
う
に
な
れ
ば
、
世
界
は
日
本
の
商
品
で
溢
れ

ま
す
。
世
界
で
使
わ
れ
る
電
気
製
品
の
シ
ェ
ア
は

日
本
製
品
に
置
き
換
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
今
は

ど
ん
な
に
い
い
も
の
を
作
っ
て
も
、
売
る
こ
と
が

で
き
て
い
な
い
、
そ
れ
が
現
状
で
す
。
２
０
２
０

年
か
ら
の
大
学
入
試
の
４
技
能
試
験
の
成
果
も
出

る
と
思
い
ま
す
。
英
語
教
育
は
か
な
り
変
化
す
る

で
し
ょ
う
。
今
後
は
、
大
人
の
た
め
の
話
せ
る
英

語
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

具
体
的
に
、
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
ま
す
か
。

現
在
、
弊
社
が
行
っ
て
い
る
の
は
、
家
庭
教
師

派
遣
と
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
で
す
。

ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
て
い
る
良
い
先
生
が
足
り
な

い
の
で
、
良
い
教
育
を
受
け
ら
れ
る
子
が
少
な
い
。

予
備
校
の
先
生
の
授
業
は
台
本
ど
お
り
の
プ
レ
ゼ

ン
で
す
が
、
こ
こ
で
は
授
業
を
受
け
た
後
に
何
を

す
る
か
ま
で
決
め
て
あ
げ
る
。
そ
の
一
連
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
売
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
授
業
は

そ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
内
の
一
つ
に
す
ぎ
な
い
。

企
業
か
ら
直
接
消
費
者
へ
教
育
を
届
け
る
シ
ス
テ

ム
は
、
教
室
に
集
ま
ら
な
く
て
も
で
き
る
の
で
す
。

需
要
が
多
く
、
数
が
足
ら
な
い
た
め
、
今
後
は
有

能
な
先
生
を
全
国
か
ら
集
め
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。e

ラ
ー
ニ
ン
グ
に
は
10
年
前(

ス
マ
ホ
が
な
か
っ

た
時
代)

か
ら
目
を
つ
け
ま
し
た
。
最
初
は
そ
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
だ
け
で
い
け
る
と
思
っ
た
が
、
実
際

は
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
続
か
な
い
生
徒
が
多
い
。

こ
れ
は
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
欠
点
で
す
。
今
後
も
い

ろ
ん
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
増
や
す
予
定
で
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
の
ス
タ
デ
ィ
・
タ
ウ
ン
（E

-

Learning

サ
ー
ビ
ス
を
含
む
）
で
は
、
他
の
企

業
の
よ
う
に
、
動
画
や
教
材
の
販
売
が
目
的
で
は

な
く
、
ト
ー
タ
ル
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
提
供
し
て
い
ま
す
。
教
育
産

業
で
は
初
め
て
と
い
え
る

B
to
C
（
法
人
対
個

人
消
費
者
の
間
で
行
わ
れ
る
取
引
）
で
の
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ラ
ン
を
確
立
し
ま
し
た
。

業
界
初
で
あ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
家
庭
教
師
の
シ
ス
テ

ム
作
り
に
は
ご
苦
労
も
多
か
っ
た
の
で
は
？

当
初
オ
ン
ラ
イ
ン
家
庭
教
師
で
は
、
教
師
が
持

ち
前
の
能
力
を
発
揮
で
き
な
い
と
懸
念
し
て
い
ま

し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
家
庭
教
師
と
は
、
オ
ン
ラ
イ

ン
上
で
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
授
業
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム

で
す
。
こ
の
時
大
切
な
の
は
、
生
徒
の
手
元
と
顔

を
同
時
に
映
し
、
先
生
が
そ
れ
を
見
ら
れ
る
こ
と
。

し
か
し
そ
の
技
術
が
日
本
に
な
か
っ
た
た
め
シ
リ

コ
ン
バ
レ
ー
に
ま
で
行
き
シ
ス
テ
ム
を
探
し
ま
し

た
。
独
自
の
カ
メ
ラ
ワ
ー
ク
に
よ
り
対
面
で
教
え

て
い
る
か
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
百
パ
ー
セ
ン
ト

発
揮
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
家
庭
教
師
サ
ー
ビ
ス
で
は
、

授
業
を
録
画
し
、
第
三
者
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
れ
は
オ
ン
ラ
イ
ン
な
ら
で
は
の
利
点
。
ま

た
先
生
の
言
葉
を
文
字
起
こ
し
出
来
た
り
、
顔
認

証
で
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
チ
ェ
ッ
ク
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
と
い
う
機
能
も
、
も
う
す
ぐ
実
用
化
さ
れ

ま
す
。
近
い
将
来
、
家
庭
教
師
の
顔
を
好
き
な
有

名
人
に
す
る
機
能
が
で
き
る
と
い
う
日
も
来
る
で

し
ょ
う
。

白
を
基
調
に
、
き
れ
い
な
オ
フ
ィ
ス
。
カ
ウ
ン
タ
ー

や
個
室
へ
の
来
客
も
多
く
て
活
気
が
あ
り
ま
す
ね
。

手
狭
に
な
っ
た
の
で
、
５
月
に
渋
谷
か
ら
引
っ

越
し
て
き
た
ば
か
り
で
す
。
注
目
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
７
月
に
は
Ｃ
Ｍ
も
ス
タ
ー
ト
す
る

ん
で
す
。
教
育
界
で
の
新
風
を
放
つ
意
味
で
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
も
爽
や
か
な
印
象
に
し
な
っ
て
い
ま
す
。

山田博史 プロフィール

昭和５９年３月 土佐高卒業

昭和６４年３月 成城大学卒業

同年４月 現三井住友銀行入社 トップ営業マンとして活躍

平成７年１２月 株式会社シンドバッド・インターナショナルを設立

平成２９年７月 「私大専門家庭教師メガスタディオンライン」のサービス開始

平成２９年１２月 生徒の顔と手元の２画面を同時表示できる新システムを導入開始

第２回 山田博史 やまだひろふみ 59回生



東京大学駒場キャンパス 生協食堂

「MY COMPASS～
社会人人生の中で指針としてきたもの～」

第11回 学生・若手社会人交流会 in 2017学(土)

パネラー モデレーター

現キリン株式会社 取締役副社長

小川 洋 49回

SMBC日興証券

藤本將孝 86回
森・濱田松本法律事務所

弁護士 小松 岳志 70回



「越境」の重要性

「脱藩せんといかん」土佐校出身の先輩とお話していると、このようにアド

バイスいただくことがある。今いる領域から出て外のモノサシを持て、とい

うこの教えを私は大事にしているが、自分では脱藩というのは少し仰々しく

感じられ「越境」という言葉を使うことが多い。

私は、アメリカに3年間・フィリピンに半年間いた経験があるが、これが

なければ海外のニュースに今ほど耳を傾けてはいないだろう。各国出身の友

人が、ニュースの中の当事者に対する想像力をもたらしてくれている。Webエンジニアへ転向したことは、IT

技術の習得はもちろん、自分の中に眠っていた知的探究心を発見させてくれた。しかし移住や転職をせずとも、

普段の生活・仕事では会わない人と交流してみることも立派な「越境」だと思う。先日参加した「学生・若手

社会人交流会」も私にとって重要な越境体験となった。

「学生・若手社会人交流会」
11月25日(土)、駒場祭で賑わう東大駒場キャンパス

の一角にて、「学生・若手社会人交流会」は第11回

目の開催を迎えた。50名程度の同窓生が集まり、小

川先輩（49回、現キリン株式会社取締役副社長）・

小松先輩（70回、森・濱田松本法律事務所 弁護士）

によるパネルディスカッションを拝聴した。

キリンとサントリーの経営統合破談、高知医療セ

ンターのPFI契約解除、キリンによるミャンマー市

場最大のM&A、大きなニュースの裏で活躍されてき

たお二人のお話は刺激的であった。と同時に、地に

足ついたアドバイスも多く、手触り感のもてる内容

だったと感じる。特に小松先輩が、同窓会の打合わ

せでの偶然の出会いが高知県との仕事に繋がったエ

ピソードを挙げ「対価として何が得られるか考えす

ぎずに動いてみることも重要」と仰っていたことが

印象的だった。

パネルディスカッション終了後には懇親会が開催

された。土佐校生持ち前の社交性で、年代も業種も

違う人達がお酒を酌み交わしながら大いに盛り上が

り、親交を深めた。関東でのイベントながら、高知

について考え実行されている方の多さに驚いた。越

境した経験が故郷への貢献の力になる、皆さんそう

仰っていた。

加速度的に複雑度が増す世の中、一つの会社や組

織での学びで十分とはならない時代だ。今回参加で

きなかった土佐校生にも、来年はぜひとも若手の会

への参加をおすすめしたい。この会への参加が越境

となり、多くのきっかけを得られると思う。

最後になりましたが、この会の発起人である小松

岳志さん、過去6年間運営を担ってきた加藤丈典さ

んはじめ76回の皆様、この会を支援してきた皆様に

感謝申し上げます。

学生・若手社会人交流会に参加して 北川 至 81回



日
本
橋
が
架
か
っ
た
の
は
「
江

戸
名
所
図
会
」
に
よ
る
と
慶
長
十

七
年
よ
り
大
分
以
前
で
あ
ろ
う
、

と
あ
り
、
正
確
な
架
橋
年
の
記
述

は
な
い
。
三
田
村
鳶
魚
の
考
証
に

よ
る
と
、
慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）

で
あ
る
、
と
あ
る
。
「
江
戸
名
所

図
会
」
の
記
述
と
符
合
す
る
の
で

こ
れ
を
取
る
こ
と
に
し
よ
う
。
爾

来
、
明
治
四
十
四
年
に
石
造
り
の

橋
に
か
け
替
え
ら
れ
る
ま
で
、
都

合
十
二
回
の
架
け
替
え
は
全
て
木

橋
で
あ
っ
た
。

早
い
時
期
か
ら
、
日
本
橋
の
南

詰
の
西
側
に
は
幕
府
の
高
札
場
が

あ
り
、
ま
た
北
詰
の
東
側
一
帯
が

い
わ
ゆ
る
魚
河
岸
・
魚
市
場
で
あ
っ

た
。江

戸
幕
府
開
府
以
来
、
江
戸
の

漁
師
（
主
に
佃
島
）
や
魚
商
は
幕

府
や
諸
大
名
の
魚
御
用
を
主
に
務

め
て
い
て
、
余
っ
た
魚
を
日
本
橋

の
袂
で
売
り
始
め
た
の
が
魚
市
場

の
始
ま
り
で
あ
る
。
魚
河
岸
は
寛

永
度
（
一
六
二
四
―
一
六
四
四
）

か
ら
こ
の
辺
に
あ
っ
た
の
だ
が
、

天
和
頃
（
一
六
八
二
頃
）
か
ら
諸

大
名
を
は
じ
め
、
江
戸
市
民
上
下

も
次
第
に
贅
沢
に
な
っ
て
、
魚
の

需
要
が
高
ま
り
、
魚
河
岸
・
魚
市

場
も
だ
ん
だ
ん
広
が
っ
て
五
町
に

わ
た
る
ほ
ど
の
大
き
な
も
の
に
な
っ

た
。文

化
文
政
期
（
一
八
〇
三
―
一

八
三
〇
）
頃
に
は
「
船
町
・
小
田

原
町
・
安
針
町
等
の
間
、
悉
く
鮮

魚
の
肆
（
い
ち
く
ら
）
な
り
。
遠

近
の
浦
々
よ
り
、
海
陸
の
け
ぢ
め

も
な
く
、
鱗
魚
を
こ
こ
に
運
送
し

て
、
日
夜
に
市
を
立
て
て
甚
賑
へ

り
」
（
江
戸
名
所
図
会
）
と
い
う

殷
賑
の
地
で
あ
っ
た
。

〈
江
戸
っ
子
〉

こ
の
魚
河
岸
の
労
働
者
が
江
戸

後
期
に
は
「
江
戸
っ
子
の
中
の
江

戸
っ
子
」
を
自
負
し
て
、
向
う
鉢

巻
で
「
な
ん
だ
？
ベ
ラ
ボ
ー
め
」

と
や
っ
た
手
合
い
だ
が
、
実
際
、

魚
河
岸
の
仲
間
内
で
も
縄
張
り
争

い
や
魚
取
引
の
も
め
ご
と
な
ど
で

毎
日
の
よ
う
に
喧
嘩
が
あ
っ
た
と

い
う
。
魚
を
さ
ば
く
包
丁
を
振
り

回
し
て
や
る
の
だ
か
ら
、
何
と
も

物
騒
な
喧
嘩
で
あ
っ
た
。

し
か
し
江
戸
っ
子
は
何
も
こ
の

河
岸
っ
子
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な

い
。
神
田
っ
子
、
深
川
っ
子
な
ど

地
域
に
よ
っ
て
少
し
だ
け
気
質
が

違
う
が
同
じ
江
戸
っ
子
が
い
る
。

江
戸
っ
子
と
い
う
言
葉
が
認
識

さ
れ
だ
し
た
の
は
江
戸
時
代
も
五

分
の
四
を
過
ぎ
た
頃
で
文
化
文
政

期
以
後
で
あ
る
。
十
一
代
将
軍
家

斉
（
い
え
な
り
）
の
頃
で
こ
の
頃

何
度
か
大
々
的
に
貨
幣
改
鋳
が
行

わ
れ
、
い
わ
ゆ
る
悪
貨
が
市
中
に

あ
ふ
れ
、
イ
ン
フ
レ
が
進
み
、
ま

あ
言
わ
ば
江
戸
時
代
の
バ
ブ
ル
期

で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
文
化
的
に

は
江
戸
文
化
の
最
盛
期
で
も
あ
り
、

太
田
蜀
山
人
、
山
東
京
伝
、
そ
の

他
の
才
人
た
ち
が
大
い
に
活
躍
し

た
時
代
で
あ
っ
た
。

江
戸
っ
子
の
住
ん
で
い
た
地
域

と
い
う
の
は
、
い
わ
ゆ
る
下
町
で
、

現
在
の
下
町
よ
り
非
常
に
狭
い
地

域
で
、
日
本
橋
、
神
田
、
京
橋
、

新
橋
と
い
う
い
わ
ゆ
る
城
東
地
域

で
あ
っ
た
。

江
戸
っ
子
を
自
称
し
た
の
は
最

下
層
の
細
民
で
、
江
戸
の
町
民
で

も
、
地
主
、
家
主
、
店
持
ち
商
人
、

店
借
り
商
人
、
商
家
奉
公
人
等
、

比
較
的
中
・
上
層
の
町
民
は
自
ら

江
戸
っ
子
と
は
言
わ
な
か
っ
た
。

職
業
と
し
て
は
、
魚
河
岸
の
労
働

者
、
船
頭
、
棒
手
振
り
、
仕
事
師

（
火
消
し
人
足
）
、
職
人
、
中
間

（
ガ
エ
ン
）
、
等
が
主
な
も
の
で

あ
る
。
も
ち
ろ
ん
幼
時
よ
り
教
育

な
ん
て
も
の
は
受
け
て
な
い
か
ら

無
学
文
盲
の
徒
が
多
か
っ
た
。

人
口
で
言
え
ば
化
政
期
当
時
の

江
戸
の
人
口
は
八
〇
万
と
も
言
わ

れ
て
い
る
が
、
武
家
、
寺
社
等
を

除
い
た
町
奉
行
支
配
下
の
町
人
は

五
〇
万
と
も
見
積
も
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
内
約
５
％
の
二
・
五
万
人
が
、

熊
さ
ん
、
八
っ
つ
ぁ
ん
、
べ
ら
ん

め
え
の
手
合
い
だ
っ
た
と
言
う
。

当
然
み
な
裏
店
（
裏
長
屋
）
住

ま
い
の
そ
の
日
暮
ら
し
の
貧
乏
人

で
、
い
わ
ゆ
る
「
宵
越
し
の
銭
」

は
持
ち
た
く
て
も
持
て
な
か
っ
た
。

「
た
と
え
ば
職
人
で
も
高
級
な
部

類
で
あ
っ
た
大
工
の
収
入
は
、
正

月
だ
と
か
節
句
だ
と
か
雨
嵐
の
日

を
除
い
て
一
年
間
に
二
九
四
日
働

く
と
す
る
と
、
一
貫
五
八
七
匁
六

分
の
収
入
に
な
り
、
そ
れ
が
夫
婦

に
子
供
一
人
の
暮
ら
し
だ
と
一
貫

五
一
四
匁
く
ら
い
か
か
る
の
で
一

年
で
七
三
匁
六
分
残
る
こ
と
に
な

る
。
し
か
し
家
族
が
増
え
れ
ば
と

て
も
暮
ら
し
が
立
た
な
い
。
」

（
三
田
村
鳶
魚
）

小
商
い
を
す
る
棒
手
振
り
（
振

り
売
り
）
の
場
合
は
一
日
の
売
り

上
げ
を
七
〇
〇
文
と
見
て
一
日
の

生
活
費
用
、
店
賃
（
家
賃
）
、
子

供
の
小
遣
い
、
等
で
二
八
〇
文
、

翌
日
の
仕
入
れ
代
金
三
五
〇
文
を

除
け
て
残
り
七
〇
文
を
竹
筒
の
貯

金
箱
に
入
れ
る
。
大
体
一
〇
〇
文

で
現
在
の
金
で
二
千
円
ぐ
ら
い
か
。

「
宵
越
し
の
銭
は
持
た
ね
え
」

と
江
戸
っ
子
が
強
が
り
出
し
た
の

は
、
や
は
り
化
政
期
以
降
で
、
江

戸
も
後
期
に
な
る
と
物
売
り
よ
り

も
、
職
人
や
仕
事
師
や
人
夫
の
よ

う
な
労
賃
取
り
が
多
く
な
っ
た
。

「
稼
ぎ
さ
え
す
れ
ば
金
に
な
る
。

腕
か
ら
金
が
出
る
、
夜
が
明
け
れ

ば
労
銀
が
取
れ
る
。
大
風
や
大
火

事
が
あ
れ
ば
賃
金
が
三
倍
に
も
五

倍
に
も
な
る
。
浮
い
た
金
が
入
っ

て
く
る
。
そ
れ
に
浮
か
さ
れ
て
、

今
日
は
今
日
は
で
日
を
送
る
。
そ

れ
が
い
つ
ま
で
も
続
く
よ
う
に
思
っ

て
い
る
。
」
（
三
田
村
鳶
魚
）
と

い
う
能
天
気
な
経
済
観
念
の
江
戸
っ

子
気
質
が
醸
成
さ
れ
た
。
江
戸
っ

子
か
ら
言
え
ば
、
後
家
婆
ァ
か
三

ぴ
ん
士
（
さ
む
れ
え
）
の
ほ
か
に

は
貯
金
な
ん
ぞ
す
る
や
つ
は
な
い
。

川
柳
の
「
江
戸
っ
子
の
生
ま
れ
ぞ

こ
な
い
金
を
た
め
」
と
い
う
風
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
金
銭
に
き
れ

い
で
あ
る
と
か
、
流
れ
川
で
尻
を

洗
っ
た
よ
う
だ
と
い
う
こ
と
は
、

そ
う
し
た
欲
か
ら
超
然
と
し
て
い

た
わ
け
で
は
な
く
、
た
だ
う
か
う

か
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

〈
そ
の
後
の
魚
河
岸
・
魚
市
場
〉

魚
河
岸
・
魚
市
場
は

草
創
以
来
三
百
年
間
、

日
本
橋
北
詰
に
あ
っ
た

が
、
大
正
十
二
年
（
一

九
二
三
）
の
関
東
大
震

災
で
壊
滅
し
、
そ
の
年

の
内
に
築
地
に
移
転
し

た
。
ヤ
ッ
チ
ャ
バ
（
野

菜
市
場
）
も
一
緒
に
な

り
築
地
市
場
と
し
て
、

現
在
に
至
っ
て
い
る
が
、

二
〇
一
八
年
に
は
豊
洲

に
移
転
す
る
。

〈
四
一
回

西
岡
恒
憲
〉

江
戸
百
景
（十
三
）

日
本
橋

魚
河
岸

（上）江戸切絵図＜尾張屋清七版（嘉
永頃-1850頃）＞日本橋北詰の東側一帯
が魚河岸・魚市場であった。

（上）歌川廣重「名所江戸百景」より
「日本橋雪晴」(安政四年頃-1857年頃)
日本橋北詰から南西を望んだ俯瞰図。
右下に見えるのが魚河岸と魚市場。日
本橋川の水上には朝早くから多くの荷
船が行き交う江戸一の殷賑の地だった。

（上）上図と同じ方向から（魚河岸の
跡地から）、現在の日本橋を撮影（筆
者）。昔日の面影はない。



筆
山
会
新
年
会

皆さん、こんにちは。昨秋の衆院選で立

憲民主党から出馬し初当選いたしました、

66回の髙木（旧姓片山）錬太郎と申します。

新春の日差し暖かい本年1月13日（土）1

1年ぶりで筆山会新年会に参加させていた

だきました。前回は当時大変お世話になっ

ていた三宅ヨシロウ先輩に連れて来ていた

だき、初めての参加でありました。鬼籍に

入ってしまわれた三宅先輩との思い出を振り返りながら、そして緊張と

弾む心ない交ぜの中、埼玉の大宮から代々木に向かったものでした。

会場に着きますと、見るからに大先輩の皆さんばかり。45歳の鼻たれ

小僧は正直緊張気味でありました。サッカー部の先輩で、日頃からお世

話になっている織田祐輔先輩が声をかけて下さり、やっと正気に戻った

次第でして、こういったさりげなくも温かい先輩のお心遣いも土佐高の

素敵な伝統文化だなあとあらためて感じ入りました。

乾杯のご発声後、先輩方との懇談。11年前にご挨拶した諸先輩方も大

変お元気そうで嬉しい限り。私のことを覚えていて下さった方もいらっ

しゃって恐悦至極でございました。初対面の先輩との貴重なご縁もいた

だき、誠に有難く、本当に楽しいひと時でした。

さて、少々自己紹介しますと、私髙木錬太郎、昭和47年7月21日に、旧

中村市で生を受け、中学まで中村で育ちました。土佐高には高校からの

入学。入寮は１年だけでしたが、復活した向陽寮での生活もとても懐か

しい思い出です。しかし、本音を言えば、高校の３年間は苦い思い出ば

かり。成績不良、部活はぼちぼち、失恋だらけ。

「良いことなかったなぁ」と思ってしまいそうにな

るところ、一転「いや、やっぱりそうでもないな！」

と思えるのは、何と言っても「友」の存在です。今

でも親しくしてくれる「友」とのご縁のお陰で「暗

黒の三年間」とならずに済んでいます。わが人生を

振り返れば、こういった出会いとご縁のお陰で今の

私がいます。秘書として仕えた枝野幸男氏とのご縁

もそうです。

これからも一期一会、ご縁を大切にしながら、土

佐高卒業生としての誇りを胸に、国民・国家のため

に尽力していく所存です。今後ともよろしくお願い

申し上げます。

髙木（旧姓片山）錬太郎 66回

１
月
13
日
、
恒
例
の
筆
山
会
新
年
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
明
る
い
陽
射

し
の
代
々
木
倶
楽
部
に
は
、
23
回
生
か
ら
76
回
生
迄
の
素
敵
な
先
輩
後
輩
65

名
が
集
い
ま
し
た
。
浅
井
前
会
長
の
ご
挨
拶
、
森
支
部
長
の
乾
杯
で
懇
談
に

入
る
や
、
そ
の
賑
や
か
な
盛
り
上
が
り
は
さ
す
が
！
土
佐

高
！
軽
妙
な
司
会
に
活
動
報
告
や
同
好
会
紹
介
、
自
由
ス

ピ
ー
チ
等
談
笑
は
続
き
、
最
後
は
ス
ク
ラ
ム
組
ん
で
の
校

歌
大
斉
唱
！
今
年
も
皆
健
康
で
集
う
事
が
出
来
た
喜
び
と
、

こ
の
一
年
が
「
ワ
ン
ダ
フ
ル
な
年
に
な
る
よ
う
！
」
期
待

し
、
笑
顔
で
ス
タ
ー
ト
致
し
ま
し
た
。
今
年
も
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

筆
山
会
会
長

佐
々
木
泰
子

三
三
回



今
年
の
入
学
式
は
、
昨
年
と
は
打
っ

て
変
わ
っ
た
快
晴
。
終
了
後
の
新
入
生

と
の
記
念
撮
影
の
た
め
に
、
日
焼
け
止

め
が
必
要
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
早
一
ヶ

月
。
毎
日
、
い
ろ
ん
な
こ
と
が
起
こ
り

な
が
ら
も
、
学
校
は
変
わ
ら
ぬ
歩
み
を

続
け
て
い
ま
す
。

半
分
私
的
な
思
い
で
す
が
…

こ
の
四
月
に
は
、
個
人
的
に
私
が
関

わ
り
の
深
い
同
窓
生
か
ら
、
い
く
つ
か

便
り
が
届
き
ま
し
た
。
同
期
（
四
九
回
）

の
川
村
明
さ
ん
が
出
し
た
ヨ
ガ
の
本
が

十
万
部
を
突
破
し
、
祝
賀
会
に
出
席
し

ま
し
た
。
六
五
回
の
美
馬
さ
ん
が
自
費

出
版
し
た
豪
華
本
「
女
優
山
田
五
十
鈴
」

を
学
校
に
持
参
し
寄
贈
し
て
く
れ
ま
し

た
。
こ
の
二
冊
は
、
五
月
第
一
週
の
金

高
堂
書
店
の
売
り
上
げ
ベ
ス
ト
テ
ン
に

入
り
ま
し
た
。
ま
た
、
七
四
回
の
学
年

で
し
た
が
、
落
雷
事
故
で
失
明
し
学
校

を
去
っ
た
北
村
光
寿
さ
ん
の
お
母
さ
ん

か
ら
、
光
寿
さ
ん
が
広
島
県
の
大
学
の

心
理
学
部
に
入
学
し
た
と
電
話
で
お
知

ら
せ
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
際
に
、
支

援
の
た
め
に
同
大
学
に
土
佐
高
の
出
身

が
い
な
い
だ
ろ
う
か
と
尋
ね
ら
れ
た
の

で
、
同
窓
会
広
島
支
部
の
役
員
の
方
に

お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
あ
っ
と
い
う
間

に
た
く
さ
ん
の
情
報
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
い
ず
れ
も
、
土
佐
の
卒
業
生
が
そ

れ
ぞ
れ
の
場
で
輝
い
て
い
る
、
そ
の
場

を
照
ら
し
て
い
る
こ
と
の
現
れ
と
、
本

当
に
う
れ
し
く
感
じ
た
こ
と
で
し
た
。

入
試
、
本
校
も
大
学
も
…

今
年
の
大
学
入
試
の
結
果
は
、
表
の

通
り
で
す
。
今
年
も
東
大
は
昨
年
と
同

じ
く
２
名
。
昨
年
は
現
役
０
で
し
た
が
、

今
年
は
現
役
の
み
２
で
す
。
高
知
県
全

体
で
も
東
大
合
格
者
は
こ
の
２
名
の
み
。

四
国
全
体
で
も
33
名
と
い
う
寂
し
さ
で

す
。
地
方
の
高
校
生
の
医
学
部
指
向
が

ま
す
ま
す
強
ま
る
中
で
、
東
大
や
京
大

の
受
験
数
を
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
は
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

現
高
一
生
が
受
験
す
る
二
〇
二
一
年
度

入
試
か
ら
、
大
学
入
試
が
大
き
く
変
わ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
目
先
の
変
化

に
と
ら
わ
れ
て
、
不
易
の
こ
と
を
お
ろ

そ
か
に
す
る
こ
と
な
く
、
し
か
し
、
し
っ

か
り
と
新
し
い
制
度
に
対
応
し
て
い
け

る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

本
校
へ
の
入
試
も
大
き
な
問
題
を
抱

え
て
い
ま
す
。
少
子
化
の
進
行
の
中
で
、

私
学
優
位
と
言
わ
れ
て
き
た
高
知
県
の

私
立
中
・
高
入
試
も
大
き
く
変
容
し
、

ど
の
学
校
も
定
員
確
保
に
四
苦
八
苦
し

て
い
ま
す
。
と
く
に
、
高
校
入
試
は
競

争
入
試
に
な
っ
て
い
る
の
が
本
校
だ
け

と
い
う
状
況
で
す
。
土
佐
の
伝
統
を
受

け
継
ぎ
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
く
た

め
に
募
集
定
員
を
は
じ
め
、
入
試
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
真
剣
に
検
討
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

生
徒
は
い
き
い
き
と
活
躍
し
て
い
ま
す

昨
年
度
は
、
運
動
部
も
文
化
部
も
本

当
に
よ
く
頑
張
っ
て
く
れ
て
、
た
く
さ

ん
の
生
徒
が
全
国
の
舞
台
に
立
ち
ま
し

た
。
中
で
も
、
二
月
に
行
わ
れ
た
第
十

一
回
全
国
高
校
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ

ス
ト
で
本
校
二
年
生
の
小
松
梨
那
子
さ

ん
が
優
勝
し
ま
し
た
。
実
は
、
こ
の
コ

ン
テ
ス
ト
の
第
一
回
大
会
で
も
、
本
校

の
井
上
愛
さ
ん
（
八
五
回
）
が
第
一
位

に
な
っ
て
お
り
、
二
人
目
の
全
国
優
勝

者
が
出
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
英
語
の

四
技
能
と
い
う
こ
と
が
さ
か
ん
に
言
わ

れ
ま
す
が
、
付
け
焼
き
刃
で
な
く
、
ネ

イ
テ
ィ
ブ
の
二
人
の
教
員
を
中
心
と
す

る
英
語
科
の
熱
心
な
指
導
・
関
わ
り
が

実
を
結
ん
だ
も
の
で
、
大
い
に
誇
ら
し

く
感
じ
て
い
ま
す
。

百
周
年
へ
準
備
も
募
金
も
本
格
化

皆
さ
ま
か
ら
厚
い
ご
支
援
を
い
た
だ

い
て
い
る
新
世
紀
募
金
に
、
こ
の
三
月

か
ら
使
途
と
し
て
百
周
年
記
念
企
画
支

援
を
追
加
し
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
、

募
金
額
も
大
き
く
増
加
し
、
三
月
末
現

在
で
、
一
億
五
千
万
円
を
超
え
ま
し
た
。

本
当
に
有
り
難
く
感
謝
い
た
し
て
お
り

ま
す
。
そ
の
募
金
ニ
ュ
ー
ス
に
も
記
し

ま
し
た
よ
う
に
、
記
念
誌
の
発
行
や
記

念
式
典
、
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催
な

ど
に
加
え
、
老
朽
化
し
た
弓
道
場
と
プ
ー

ル
の
新
設
も
考
え
て
い
ま
す
。
土
佐
の

新
し
い
世
紀
へ
の
前
進
の
た
め
に
、
一

層
の
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

年度 28 29 30
北海道大 2 3 3
東北大 2 1 1
東京大 4 2 2
東京工業大 0 0 1
一橋大 1 0 1
京都大 3 7 8
大阪大 14 16 16
神戸大 12 10 9
岡山大 15 19 12
高知大 40 31 51
慶應義塾大 15 13 20
早稲田大 23 16 21
同志社大 30 31 41
関西学院大 32 20 23
国公立医学部医学科 38 36 33

過去３年の主要大学合格数
学
校
長

小
村

彰

母

校

よ

だ

り



本

部

よ

だ

り

関
東
支
部
の
皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。
昨
年
八
月
よ
り
同
窓
会
本

部
副
幹
事
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
、
六
十
回
生
の
島
﨑
で
す
。

二
年
後
に
迫
っ
た
土
佐
校
百
周
年
に
向
け
て
、
微
力
な
が
ら
お
手

伝
い
し
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
よ
く
他
校
を
卒
業
さ
れ
た
方
に
「
土
佐
の
人
っ
て
仲
良

い
よ
ね
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
私
た
ち
六
十
回
生
も
卒
業
後
三
十
年

を
過
ぎ
た
今
で
も
、
と
て
も
仲
が

良
く
、
こ
と
あ
る
ご
と
に
集
ま
っ

て
は
主
に
お
酒
を
飲
ん
で
い
ま
す
。

今
年
の
お
正
月
に
集
ま
っ
た
時
に
、

誰
か
の
「
一
緒
に
旅
行
で
も
し
た

い
ね
ぇ
」
の
一
言
か
ら
、
あ
れ
よ

あ
れ
よ
と
話
は
進
み
、
三
月
上
旬

に
「
大
人
の
修
学
旅
行
」
と
題
し

て
、
高
知
は
も
と
よ
り
関
東
、
東

北
、
北
陸
、
中
国
地
方
か
ら
も
参

加
し
、
総
勢
二
十
二
名
の
一
泊
二

日
山
陰
蟹
付
き
わ
が
ま
ま
観
光
ツ

ア
ー
と
な
り
ま
し
た
。
五
十
歳
を

過
ぎ
た
お
じ
さ
ん
、
お
ば
さ
ん
た

ち
が
、
〇
〇
く
ん
、
〇
〇
ち
ゃ
ん

と
呼
び
合
い
、
ま
る
で
高
校
生
の
よ
う
に
笑
い
転
げ
な
が
ら
の
旅

は
、
周
り
か
ら
ど
う
見
え
て
い
た
か
は
さ
て
お
き
、
本
当
に
楽
し

く
、
幸
せ
な
旅
で
し
た
。
来
年
の
行
き
先
も
は
や
決
ま
り
、
楽
し

い
こ
と
に
は
手
を
抜
か
な
い
、
土
佐
校
魂
健
在
で
す
。

今
年
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
は
８
月
18
日
で
す
。
よ
さ
こ
い

も
終
わ
り
、
高
知
の
街
も
少
し
静
か
に
な
っ
た
頃
か
と
思
い
ま
す
。

四
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
坂
本
龍
馬
記
念
館
も

注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
帰
高
を
心
よ
り
お
待
ち
申
し

上
げ
ま
す
。

同
窓
会
本
部

副
幹
事
長

島
﨑

留
瑞
（
六
十
回
）

関

東

よ

だ

り

部

支

第
21
回

は
ち
き
ん
会
の

お
知
ら
せ

今
年
の
は
ち
き
ん
会
は
、
銀
座
の
モ
ダ
ン
フ

レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン
「I

C
O
N
I
C

（
ア
イ
コ
ニ
ッ

ク
）
」
に
て
開
催
し
ま
す
。

ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
は
、
外
務
省
総
合
外
交

政
策
局
ガ
ー
ウ
ッ
ド
麻
裕
子
（
ガ
ー
ウ
ッ
ド
ま

ゆ
こ
）
さ
ん
76
回
と
、
日
本
銀
行
業
務
局
企
画

役

池
田
円
絵
（
い
け
だ
ま
ど
か
）
さ
ん
76
回
の

同
級
生
コ
ン
ビ
で
す
。

お
二
人
と
も
東
京
大
学
卒
業
後
、
素
晴
ら
し

い
キ
ャ
リ
ア
を
積
み
な
が
ら
、
子
育
て
に
奮
闘

中
の
は
ち
き
ん
さ
ん
で
す
。

ナ
イ
ト
は
、
ゴ
ル
フ
と
ワ
イ
ン
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■日時: 2018年10月6日（土）12:00
■場所: ICONIC（アイコニック）

東京都中央区銀座2-4-6
銀座ベルビア館9階 03-3562-7500

■会費: 女性5,000円
学生3,500円
男性10,000円

お申し込みはHPから

詳しいことは 土佐中・高等学校同窓会関東支部HPで www.tosako-kanto.org/

ランチ 11:30～
ディナー 17:30～



鍋島高明（30回生）

「相場名人. 信条と生き方」

2018.6 パンローリング

田島征三（34回生）

「ぼく、おたまじゃくし？」

2018.6 佼成出版社

「しっぺいたろう」

2017.12 童心社

「わたしの森に」

2018.8 くもん出版

大橋一章（36回生）

「西大寺」

2018.1 里文出版

私の一冊

『5秒ひざ裏のばしですべて解決』

川村明 著（49回）
著者ご自身が腰痛などの不調に悩んでいたところ、

ヨガで改善した経験から考案された誰にもできる簡

単な3つのストレッチが紹介さ

れています。「壁ドンストレッ

チ」、「壁ピタドローイン」、

「ワン・ツー・スリー体操」。

ポイントは「ひざ裏」を伸ばし

て柔らかくすること。本書は写

真が大きく、正しくポーズが取

れるように解説が分かりやすく

なっています。ぜひ本書を傍ら

にひざ裏のばしを試してみてく

ださい。また著者のブログでも

動画でストレッチの方法を見る

ことができます。

（https://ameblo.jp/kawamura-akira）

遠藤瑞枝（67回）

塩田潮（40回生）

「密談の戦後史」

2018.3 KADOKAWA

西村繁男（40回生）

「10才のとき」

2018.6 福音館書店

門脇護（53回生）

（ペンネーム 門田隆将）

「敗れても 敗れても」

2018.5 中央公論新社

「『週刊文春』と『週刊新潮』：

闘うメディアの全内幕」

2017.12 PHP研究所

「ヒョウのハチ:ぴっかぴかえほん」

2018.7 小学館

森岡浩（55回生）

「甲子園 運命の一球」

2018.6 エイ出版社

「日本人のおなまえっ！2」

2018.2 集英社インターナショナル

廣瀬裕子（60回生）

（ペンネーム 高遠裕子）

「アメリカ経済 成長の終焉 上、下」

2018.7 日経BP社

「レヴィット ミクロ経済学 発展編」

2018.1 東洋経済新報社

須藤靖（52回生）

「情けは宇宙のためならず」

2018.6毎日新聞出版

高山宏（42回生）

「マニエリスム談義」

2018.4 彩流社

宮岡等（49回生）

「大人の発達障害ってそういうこ

とだったのか その後」

2018.6 医学書院

「こころの病気と歯科治療」

2018.4 デンタルダイヤモンド社

2018.3主婦の友社

出版レーダー


